
URL:http://www.town.tomamae.lg.jp

まちの人口

ま 百景ちひと
ま 百景ちひと
３年ぶりの神輿渡御～苫前神社祭～

■シリーズ苫前商業高等学校　ほか･･･２
■ホワイトビーチ安全祈願祭　ほか･･･３
■ALT　ガイ・ゲェバさん帰国　ほか･･･４
■健康ばんざい･･･５
■地域包括ケアだより･･･６
■後期高齢者医療ガイド･･･７
■国民年金　ほか･･･８
■学びの広場･･･９
■住まいる情報･･･１０～１３
■議会だよりNo.128 ･･･１４～１９
■まちなかギャラリー･･･２０

人　口／2,864人（男／1,392人：女／1,472人）
世帯数／1,484世帯 （7月31日現在）

　７月６日（水）苫前神社の例祭である苫前神社祭
が規模を縮小しつつ開催された。
　今年の神輿渡御は、その順路のほとんどをトラッ
クの荷台に積まれながらであったが、途中には、港
町らしく苫前漁港から船に乗せられての海上渡御も
行われた。
　３年振りの神輿渡御を一目見ようと見物に来た町
民からは「今年はお神輿が見れてよかった」との声
が聞こえ、コロナ前と変わらぬ日々の訪れを心待ち
にしている様子であった。
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地域学校協働活動「苫前の海・栽培漁業について」
　
６
月
29
日
（
水
）
苫

前
小
学
校
（
熊
倉
一
弘

校
長
）
４
年
生
が
留
萌

地
区
水
産
技
術
普
及
指

導
所
の
高
草
木
将
人
氏

を
講
師
に
迎
え
、
苫
前

の
海
に
つ
い
て
や
、
栽

培
漁
業
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　
苫
前
の
海
・
栽
培
漁

業
に
つ
い
て
の
説
明
で

は
、
ど
ん
な
生
き
物
を

育
て
て
い
る
か
、
ど
の

生
き
物
が
栽
培
漁
業
で

う
ま
く
育
っ
て
い
る
か

に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

っ
て
い
た
。
ま
た
、
ヒ

ラ
メ
の
養
殖
の
仕
方
に

つ
い
て
も
学
ん
で
い
た
。

　
参
観
に
訪
れ
た
沢
山

の
大
人
に
囲
ま
れ
、
最

初
は
緊
張
し
て
い
た
小

学
生
達
だ
っ
た
が
、

徐
々
に
緊
張
が
解
け
、

授
業
を
楽
し
ん
で
い
た
。

苫前商業高等学校～苫商祭・百花繚乱～
　
７
月
16
日
・
17
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
苫
前

商
業
高
等
学
校
（
佐
藤

恵
一
校
長
）
の
学
校
祭

（
苫
商
祭
）
が
開
催
さ

れ
た
。

　
初
日
に
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
行
灯
行
列
が

行
わ
れ
、
２
基
の
行
灯

と
と
も
に
、
古
丹
別
市

街
地
を
練
り
歩
い
た
。

ま
た
、
町
公
民
館
前
に

て
高
校
生
に
よ
る
よ
さ

こ
い
が
披
露
さ
れ
、
多

く
の
住
民
が
見
物
に
訪

れ
、
注
目
を
集
め
て
い

た
。

　
２
日
目
に
は
、
飲
食

物
を
販
売
し
た
模
擬
店

や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
で
き

る
縁
日
が
開
か
れ
、
午

後
に
は
体
育
館
に
て
ク

ラ
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
も
行
わ
れ
、
町
外

か
ら
足
を
運
ん
だ
人
も

多
く
、
大
い
に
賑
わ
っ

た
苫
商
祭
で
あ
っ
た
。

地域で守り育てよう 私たちの苫前商業高等学校

　昨年、公民館で開催された公民館フェスに高校生カフェ「TOMACAFÉ」を出店。たくさんの町民
の皆様にご来店いただき大盛況。しかし、参加した生徒達からは、「対応に追われてしまい、満足のい
く接客ができなかった」「注文を受けてから商品を渡すまでの流れを変えよう」「笑顔が足りなかったし、
声も出ていなかった」「メニュー数が多すぎて、さばききれなかった」など、たくさんの改善点が出さ
れました。どの生徒も「次回はこうしたい！」という思いのもと、日頃学習しているマーケティング
や接遇マナーの授業の中で、振り返りを行っていました。
　今年度は、教育委員会のご協力のもと、７・８月は上田ファームさんの店舗、10月は公民館の行事、
２月は凧揚げ大会で出店する準備を進めています。前回販売状況が良好だったメニューに絞り込み、
新たに気候や上田ファームさんのパンに合うメニューを考案。第１回目となった７月９日は、開店前
から行列ができ、生徒達の新たな取り組みを多くの方に見ていただくことができました。
　苫前町はこの時期、多くのライダーやサイクリストが道外・道内各地から訪れる場所。特に霧立峠
を通るライダーが数多くいます。そこに目を付け、今回は臨時駐車場をお借りしたり、生徒達が作成
したサイクルラックを設置し、町外の方にもお立ち寄りいただきたいと考えました。お客様の中には、
札幌のバイクウェアショップに貼らせていただいたTOMACAFÉのポスターを見て来ていただいたラ
イダーや、新聞広告を見て稚内から来ていただいた方、インスタグラムを見て旭川から来ていただい

た方もおり、授業で学んでいる「広告と販売」を実際に体験する機会
にもなりました。
　次回は８月27日（土）10時開店。生徒達は「小さいお子様も楽し
めるメニューにしよう」「多くのライダーが通ったけれども、何をや
っているのかわかりづらく、こちらを見ながらも素通りしてしまった
方がいたので、ライダー向けに看板や呼び込みをしよう」と案が出て
います。多くの町民の皆様に、いろいろな形でご協力をいただき開催
できることに感謝し、今日も生徒達は元気に活動をすすめています。

「高校生カフェ始動」

文・写真：苫前商業高校地域連携委員：瀧川 直子
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６
月
24
日
（
金
）
役

場
町
長
室
に
て
、
北
海

道
交
通
安
全
指
導
員
連

絡
協
議
会
に
よ
る
交
通

安
全
指
導
員
表
彰
の
伝

達
が
、
福
士
町
長
か
ら

苫
前
町
交
通
安
全
指
導

員
で
あ
る
能
戸
眞
悟
指

導
員
と
伊
藤
洋
子
指
導

員
の
２
名
へ
行
わ
れ
た
。

　
お
二
人
は
、
富
良
野

市
で
開
催
さ
れ
た
表
彰

式
を
欠
席
さ
れ
た
た
め
、

こ
の
度
の
伝
達
と
な
っ

た
。

　
能
戸
指
導
員
と
伊
藤

指
導
員
は
そ
れ
ぞ
れ
「
表

彰
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
て
光
栄
に
思
う
」「
こ

の
先
、
何
年
で
き
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、
で
き

る
と
こ
ま
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

　
７
月
８
日
（
金
）
と

ま
ま
え
夕
陽
ヶ
丘
ホ
ワ

イ
ト
ビ
ー
チ
で
安
全
祈

願
祭
が
開
催
さ
れ
、
福

士
町
長
を
は
じ
め
来
賓

を
含
む
約
20
名
が
、
水

難
事
故
な
ど
の
無
い
よ

う
安
全
を
祈
願
し
た
。

　
好
天
の
中
行
わ
れ
た

祈
願
祭
で
は
、
苫
前
神

社
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏

上
に
続
き
参
加
者
に
よ

る
玉
串
奉
て
ん
が
行
わ

れ
た
後
、
福
士
町
長
か

ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ

り
ま
す
が
、
感
染
予
防

対
策
を
講
じ
た
上
で
開

設
を
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
の
方
々

が
安
全
に
安
心
し
て
ご

利
用
で
き
る
よ
う
に
、

皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」
と
の
呼
び
か
け
が

あ
っ
た
。

ホワイトビーチ安全祈願祭

　
７
月
13
日
（
水
）
中
体

連
全
道
大
会
に
出
場
す
る

６
名
と
、
全
日
本
少
年
軟

式
野
球
北
海
道
大
会
に
出

場
す
る
町
内
中
学
校
合
同

チ
ー
ム
の
代
表
３
名
が
福

士
町
長
を
訪
問
し
た
。

　
生
徒
か
ら
の
「
去
年
よ

り
い
い
報
告
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
る
」「
１
球
１
球

を
大
切
に
プ
レ
イ
し
た

い
」
な
ど
の
意
気
込
み
に

対
し
て
、
福
士
町
長
か
ら

「
全
道
大
会
に
出
場
す
る

皆
さ
ん
の
健
闘
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
る
」
と
出
場
す

る
生
徒
へ
エ
ー
ル
が
送
ら

れ
て
い
た
。

陸
上 

大
西
遥
斗(
古
中
３
年)

　
　 

伊
藤
栞
菜(

古
中
３
年)

卓
球 

伊
藤
心
珠(

古
中
３
年)

　
　 

丹
羽
陽
詩(

古
中
３
年)

　
　 

古
川
悠
翔(

苫
中
３
年)

剣
道 

小
野
寺
龍
太(

苫
中
１
年)

野
球
　
苫
中
・
古
中
合
同

中体連全道大会・全日本少年軟式野球北海道大会出場

令和４年度交通安全指導員表彰

７月６日　苫前神社祭

　
７
月
21
日
（
水
）「
地

域
を
見
守
る
住
民
の
集

い
兼
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
」
が
開

催
さ
れ
、
約
60
名
が
参

加
し
た
。
今
回
の
集
い

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
動
画
配
信
の
み
で
の

実
施
と
な
っ
た
。

　
冒
頭
、
福
士
町
長
の

挨
拶
の
後
、
羽
幌
警
察

署
の
山
下
裕
也
主
任
か

ら
「
犯
罪
被
害
防
止
対

策
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
で
講
話
が
あ
り
、
続

い
て
、ｉ
ｎ
ａ
ｋ
ａ
Ｂ
Ｌ

Ｕ
Ｅ
の
小
笠
原
宏
一
代

表
か
ら
「
地
域
と
海
の

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
が
さ

れ
、
そ
の
中
で
は
、「
苫

前
町
の
未
来
を
考
え
て
、

色
々
な
人
が
よ
り
町
に

関
わ
っ
て
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
の
想
い
が
語
ら

れ
て
い
た
。

　
本
研
修
会
の
録
画
映

像
は
、
町
公
民
館
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

地域を見守る住民の集い
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地域社会貢献事業

　苫前漁港東防波堤補修そ
の他工事を実施の三協建設
株式会社（堀松秀樹代表取
締役）が６月22日（水）に
とままえ夕陽ヶ丘未来港公
園沿道の草刈り作業を地域
社会貢献事業として実施し
ました。
ありがとうございました。

北留萌消防組合消防署 苫 前 支 署 ☎ ６４－２３２１
　　　　　　　　　 　古丹別支署 ☎ ６５－４１１９火事・救急は１１９番！

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、体調の優れない方及び発熱等の症状のある方の参加は
ご遠慮願います。なお、参加する際は、各自マスクを持参・着用していただき、講習中は三密を避け、
消毒等を実施しながら行いますのでご協力をお願いいたします。

　「救急の日」及び「救急医療週間」は、救急医
療及び救急業務について皆様に理解と認識を深め
ていただき、救急医療関係者の意識高揚を図るた
めに定められました。
　“救命の第一歩は応急手当から”日頃から心肺
蘇生法やＡＥＤの使い方を身に着けておくと、い
ざという時に役立ちます！　ぜひ、応急手当やＡ
ＥＤの使い方について、知識や技術を身につけて
みませんか。

９月９日は“救急の日”
９月４日（日）から10日（土）までの
１週間は「救急医療週間」です

　苫前町商工会青年部から、歩行者のための休憩場所を提供したいとのことで、４月から苫前地区に
２つのベンチが設置されています。
○設置場所
　・パナトークでんきのタカヤマ前
　・猪股石油店横
　どなたでも利用できますので、ぜひお散歩や
運動の合間の休憩にご利用ください。

ゆっくり休憩　憩いのベンチ

　令和元年７月から本町の英語指導補助として町内の小中学校・高校で指導をしてき
たガイ・ゲェバさんが、今年の７月で３年の任期を終え、本国であるアメリカへと帰
国することとなりました。
ガイさんからのメッセージ
　苫前町に初めて到着したとき、日常生活や仕事など色々な面で不安でした。誰も知
らなかったし、英語を教えたこともなかったし緊張していました。
しかし、児童、生徒が毎日元気に勉強したり楽しく話しかけたり笑顔を見せたりしてくれて安心しま
した。苫前町の親切な町民と話したり綺麗な自然を楽しんだり生活したりできて嬉しかったです。
皆さんのおかげでこの３年間にわたって大切な思い出が毎日できて、苫前町のことを一生忘れません。
皆さんに感謝の気持ちしかありません。これからはアメリカに帰ってしまって寂しいですが、いつか
また会いましょう。

ＡＬＴ　ガイ・ゲェバさん　帰国　～苫前町の皆さん、３年間ありがとうございました！～

ファイヤー通信
◇応急手当普通救命講習Ⅰ 
（ＡＥＤを使用した心肺蘇生法）◇
日　　時

場　　所
受講対象
受  講  料
申  込  み
申込み先

令和４年９月９日（金）
18:00 ～ 21:00
古丹別支署２階会議室
15才以上の町民
無　料
９月８日（木）まで
古丹別支署（65－4119）
苫 前 支 署（64－2321）

とままえ夕陽ヶ丘未来港公園沿道の
草刈り作業

　一般国道232号苫前町
力昼防災対策工事と一般
国道239号苫前町霧立防
災改良工事を実施の株式
会社堀口組（堀口哲志代
表取締役社長）が７月12
日（火）にホワイトビー
チ駐車場の清掃や舗装補修等を地域社会貢献事
業として実施しました。
ありがとうございました。

ホワイトビーチ駐車場の清掃・舗装補修
区画線整備
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まちの施設を整備していただきました
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は
あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
継
続

し
て
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
毎
年
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ

て
も
、
そ
れ
が
す
ぐ
に
が
ん
に
結

び
つ
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健康
ばんざい

「
が
ん
予
防
と
検
診
に
つ
い
て
」

「
が
ん
予
防
と
検
診
に
つ
い
て
」

今
月
の
担
当
は
新
田
保
健
師
長 

で
す

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
が
ん
検
診

の
「
受
診
控
え
」
が
増
え
て
い
ま

す
。
受
診
控
え
は
、
が
ん
の
早
期

発
見
の
機
会
を
逃
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、

が
ん
検
診
の
受
診
対
象
者
や
そ
の

家
族
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
で
あ
っ

て
も
、
が
ん
検
診
や
医
療
機
関
へ

の
受
診
は
「
必
要
な
外
出
」
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。
が
ん
検
診
の

対
象
に
な
る
人
は
、
定
期
的
に
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
度
の
検
診
で
「
異
常
な
し
」

と
判
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の

後
も
必
ず
大
丈
夫
と
い
う
も
の
で

「
が
ん
は
予
防
が
大
切
で
す
！
」

　
現
在
、
日
本
で
は
二
人
に
一
人

が
一
生
の
う
ち
一
度
は
が
ん
に
な

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
年
齢

や
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
で
も
が

ん
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
言
え

ま
す
。
が
ん
予
防
の
た
め
に
大
切

な
の
は
、
が
ん
に
な
ら
な
い
よ
う

な
生
活
習
慣
や
環
境
を
実
現
す
る

こ
と
で
す
。
自
身
の
た
め
、
家
族

や
周
り
の
人
の
た
め
に
、
日
頃
か

ら
が
ん
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、

日
本
人
を
対
象
と
し
た
こ
れ
ま
で

の
研
究
を
ま
と
め
、「
日
本
人
の

た
め
の
が
ん
予
防
」
と
し
て
「
禁

煙
」「
節
酒
」「
食
生
活
」「
身
体

活
動
」「
適
正
体
重
の
維
持
」「
感

染
」
の
６
つ
の
要
因
を
取
り
上
げ
、

科
学
的
根
拠
に
根
ざ
し
た
が
ん
予

防
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。
　
ま
た
こ
れ
ら
の
要
因

の
う
ち
、「
感
染
」
以
外
は
日
頃

の
生
活
習
慣
に
関
わ
る
も
の
で
、

自
身
の
努
力
に
よ
っ
て
が
ん
に
な

る
確
率
を
低
く
し
て
い
く
こ
と
が

　
で
す
が
、
が
ん
が
潜
ん
で
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
期
に

が
ん
を
見
つ
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス

と
考
え
、
必
ず
精
密
検
査
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
検
査
の
結
果
、
が
ん
が
見
つ
か

っ
た
と
し
て
も
、
早
期
に
発
見
で

き
れ
ば
治
せ
る
可
能
性
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
検
診
か
ら
治

療
に
つ
な
が
る
場
合
よ
り
、
重
い

自
覚
症
状
を
き
っ
か
け
に
進
行
が

ん
で
見
つ
か
っ
た
場
合
の
方
が
、

身
体
に
か
か
る
負
担
も
大
き
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
苫
前
町
で
は
、
体
調
確
認
や
検

診
会
場
で
の
滞
在
時
間
を
短
く
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
な
ど

感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
、
年
２

回
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す

（
た
だ
し
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
は
年
１
回
）。

　
が
ん
検
診
は
、
医
療
保
険
の
種

別
に
か
か
わ
ら
ず
、
対
象
の
年
齢

の
方
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
を
活
用
し
て
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　※

検
診
は
電
話
に
よ
る
事
前
予

約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
10
月
の
検
診
に
つ
い
て
は

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
生
活
習

慣

町
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て

が
ん
検
診
は
、
が
ん
の
発
見

に
有
効
で
す

「
精
密
検
査
」
と
な
っ
た
場

合
は
、
必
ず
精
密
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う

がんを防ぐための新12か条

苫前町のがん検診

 １.たばこを吸わない
 ２.他人のたばこの煙を避ける
 ３.お酒はほどほどに
 ４.バランスのとれた食生活を
 ５.塩辛い食品は控えめに
 ６.野菜や果物は不足にならないように
 ７.適度に運動
 ８.適切な体重維持
 ９.ウイルスや細菌の感染予防と治療
10.定期的ながん検診を
11.身体の異常に気がついたら、
　　すぐに受診を
12.正しいがん情報でがんを知ることから
（出典：財団法人 がん研究振興財団）

検診の内容 対象年齢
胃

肺

大腸

子宮頸部

乳房

30歳以上

40歳以上

40歳以上

20歳以上

40歳以上

問診、胃部エックス線検査
問診、胸部エックス線検査、
喀痰細胞診（条件に当てはまる場合のみ）
問診、便潜血検査
問診、子宮頸部の細胞診、
オプション検査あり（超音波検査、HPV検査）
問診、乳房エックス線検査（マンモグラフィ）

可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、「
が
ん
を
防
ぐ
た

め
の
新
12
か
条
」
が
が
ん
研
究

振
興
財
団
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
記
参
照
）。

　
特
に
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
肺
が

ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
が
ん
（
食

道
が
ん
、
膵
臓
が
ん
、
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
乳
が
ん

な
ど
）
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
受
動
喫
煙
を
受
け
て
い
る

人
の
肺
が
ん
の
罹
患
率
は
１
・
３

倍
と
な
り
、
罹
患
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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★介護保険を利用した福祉用具貸与について★★介護保険を利用した福祉用具貸与について★

　時期的にも外へ出る機会が、増えてきているのではないでしょうか。散歩や買い物、
病院までの移動をどのように行っていますか？
　何も持たずに歩いている方、杖やシルバーカーを使用する方、「ににこにこタクシー
（70歳以上の方や身体障害者手帳を持っている方）」を利用する方、さまざまな移動
方法があります。

　雪が降らないうちに少しでも歩こうと思う方も多いと思いますので、
今回は介護保険で利用できる歩行器について紹介します。

　歩行器の種類は、さまざまあります。購入し、既に使用されている
方もいらっしゃると思いますが、ご自身にあったものを使用していた
だきたいと思います。
　背の高い人は高さが調整できるもの、途中で座って休みたいと言う
人は腰掛けが付いたもの、最近では、畑での利用に適したものや沢山
の荷物を積んでも移動ができるタイヤの大きな歩行器もあります。パ
ーキンソン病などで歩行が安定しにくい方には、しっかりと体重をか
けられ、自動的に抑速ブレーキが作動する歩行器もあります。
　歩行器を使用することで立位姿勢が安定し、姿勢良く歩ける効果があります。

　介護認定を受けている方は、介護保険を利用し、１割～３割の負担で貸与できます。利用料金は、
１割負担の方で１か月300円～500円ほどです。これらは１か月単位で利用でき、雪のない時期だ
けに限定したり、用途に合わせて歩行器のタイプを変更する
こともできます。

　また、外を歩く前に点検してもらいたいのが、靴底や杖の
ゴムです。靴底が減っていたり、溝のなくなった杖を使用し
ていませんか？
　滑って転ぶのは冬だけではありません。溝がなくなった杖
やすり減った靴を使用していると、雨で濡れた床や道路で滑
りやすく転倒につながることがあります。
　また、底がすり減った靴を履き続けていると、腰や膝への負担となり、変形や痛みの原因にもな
るおそれがあります。
　このような状態にある方は、ぜひ今のうちに交換しましょう。なお杖のゴムについては、介護保
険の対象外となり自費での購入となります。

　歩行時に杖や歩行器を使用したい場合、どんなタイプが自分に合うのか？相談やご要望がある方
は、介護サービス利用中の方は担当のケアマネジャーに、担当のケアマネジャーがいない方は苫前
町地域包括支援センターへ連絡ください。

お問い合わせ　　 苫前町地域包括支援センター ☎ ６４－２２１５



　現在、ご使用の黄色の保険証の有効期限が令和４年９月30日をもって満了
のため、10月以降は使用できなくなります。
　９月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら橙色の保
険証をご使用ください
　10月以降の窓口負担割合が引き続き１割または３割の方も、保険証が新し
くなります。
　○　新しい保険証の有効期限は、令和５年７月31日です。 
　○　紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、苫前町住民生活課
　　住民係までお申し出ください。 

※ 減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）、限度証（限度額適用認定証）は有効期限が令和５年
７月31日までのため、再交付しません。

　令和４年10月１日から、 一定以上の所得のある方は、現役並み所得者（窓口負担割合３割）を除き、医
療費の窓口負担割合が２割になります。窓口負担割合の変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険者
全体のうち約20％です。

○住民税課税世帯で、３割負担（現役並み所得者）ではない
○同一世帯に住民税の課税所得が28万円以上の被保険者がいる
○年金収入+その他の合計所得金額が、
　・被保険者が1人の世帯の場合、200万円以上
　・被保険者が2人以上の世帯の場合、合計320万円以上

　令和４年度以降、団塊の世代が75歳以上となり始め、医療費の増大が見込まれています。
　後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約４割は現役世代（子や孫などの世代）の負担 （支援金）
となっており、今後も拡大していく見通しとなっています。
　今回の窓口負担割合の見直しは、現役世代の負担を抑え、国民皆保険を未来につないでいくためのもの
です。

 北海道後期高齢者医療広域連合
 【住所】〒060－0062 札幌区南２条西14丁目　国保会館６階
 【電話】０１１－２９０－５６０１
　　　　　　

 苫前町住民生活課住民係
 【電話】０１６４－６４－２２１３
　　　　　　

す
こ
や
か

ラ
イ
フ

つくろう健康 幸せの未来づくり

後期高齢者医療ガイド

お問い合わせ

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  窓口負担割合の見直しに伴う保険証（被保険者証）の一斉更新について  ～

新しい保険証は橙色です

■ 一定以上の所得のある後期高齢者医療の被保険者の医療費の窓口負担割
　合が変わります

■ 窓口負担割合が２割となる方は、以下の項目にすべて該当する方です

■ 見直しの背景

■ 保険証が新しくなります （黄色→橙色）

みんなで築く

豊かな老後
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　産前産後期間の国民年金保険料免除制度は、次世代育成支援の観点から国民年金第１号
被保険者（※）が出産をされた際、産前産後の国民年金保険料が一定期間免除される制度です。
※ 20歳以上60歳未満の自営業者・農林漁業者とその家族、学生、無職の人

〇個人番号（マイナンバー）により届出を行う際の添付書類について
　届出者本人が窓口で届書を提出の場合、個人番号カード（マイナンバーカード）を提示ください。お
持ちでない場合は、以下の①および②を提示ください。
①　マイナンバーが確認できる書類：個人番号の表示がある住民票の写し、通知カード
　　（氏名、住所等が住民票の記載と一致する場合に限る）
②　身元（実存）確認書類：運転免許証、パスポート、在留カードなど
〇母子手帳など
　・出産前に届出をする人は、出産予定日が記載された母子健康手帳
　・出産後に届出をする人で、子が住民票上同一世帯でない場合は、出生証明書などの出産日や親子関
　　係を明らかにすることができる書類

■出産予定日または、出産日が属する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されます。
■多胎妊娠（２人以上の赤ちゃんを同時に妊娠）の場合は、出産予定日または出産日が属する月の３か月
　前から最大６か月間の国民年金保険料が免除されます。
　＊ 出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。）
■免除対象期間　《色のついた期間が免除期間》

 苫前町住民生活課住民係
 【電話】０１６４-６４-２２１３
　　　　　　

 留萌年金事務所
 【電話】０１６４－４３－７２１１
　　　　　　

お問い合わせ

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

産前産後期間の国民年金保険料が免除されます。産前産後期間の国民年金保険料が免除されます。産前産後期間の国民年金保険料が免除されます。産前産後期間の国民年金保険料が免除されます。

■出産予定日の６か月前から届出ができ、手続きが必要です。■出産予定日の６か月前から届出ができ、手続きが必要です。■出産予定日の６か月前から届出ができ、手続きが必要です。■出産予定日の６か月前から届出ができ、手続きが必要です。

【国民年金の保険料免除の仕組み】【国民年金の保険料免除の仕組み】

国民年金第１号被保険者で平成31年２月１日以降に出産された方へ

【手続きに必要なもの】

免除制度の内容

届出しないと免除になりません

保険料納付が免除される期間

■産前産後期間の免除制度は、「保
険料が免除された期間」も保険料
を納付したものとして老齢基礎年
金の受給額に反映されます。
　通常、国民年金保険料が全額免
除される場合、将来の給付額は全
額納付時と比べ２分の１となりま
す。
■付加保険料は免除されないので、
加入中の方は、支払いが必要です。
■産前産後期間の保険料を前納し
ている場合、全額還付（返金）さ
れます。

国民年金納付者
※現在まで全額納付の方

　
現在の免除制度
（全額免除の場合）

産前産後期間の
免除制度

保険料負担

納付

免除

国庫負担分

国庫負担分

保険料分

なし

年金受給額

免除 国庫負担分 保険料分

単胎の方
３か月前

※届出が出産後の場合「出産日」

２か月前 １か月前
出産予定日

１か月後 ２か月後 ３か月後

多胎の方 出産予定日
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日　時　８月28日（日）13時30分～ 14時45分
場　所　苫前町公民館
講　師　学校法人三幸学園 札幌スポーツ＆メディカル専門学校専門課長
　　　　健康運動指導士 澤田　友紀 氏
申込み　開催日の３日前までにお申し込みください。
持ち物　上履き・タオル・飲み物を持参し、動きやすい服装でご参加ください。
その他　・イベント傷害保険には加入しませんので、各自スポーツ安全保険に加入してください。
         　・今後の予定は次のとおりです。
    　　 　第３回／ 10月16日（日）12時50分～ 14時45分／苫前町公民館

「正しく学ぶ！筋力トレーニング講座②」参加者募集！！

日　時　９月５日(月)　19時00分～ 20時00分
場　所　苫前町公民館
講　師　一般社団法人 天塩スポーツ健康づくりラボ 代表理事　河上　耕希　氏
申込み　開催日の３日前までにお申し込みください。
持ち物　上履き・タオル・飲み物を持参し、動きやすい服装でご参加ください。
その他　・イベント傷害保険には加入しませんので、各自スポーツ安全保険に加入してください。

「正しく学ぶ！ストレッチーズ講座」参加者募集！！

町内小学校４年生以上を対象に自転車ツーリングと宿泊体験事業を実施する予定です。
ツーリングを通じて体力を養い、子どもたちの交流を深めることを目的としています。
詳細につきましては、別途チラシを配付しますので、そちらをご覧ください。
日　時　９月17日（土） ～ 18日（日）
宿　泊　小平町夕遊創
内　容　古丹別～小平町 往復ツーリング他
定　員　10名
その他　・本事業は４年生以上を対象とした事業です。
　　　　・３年生以下を対象とした宿泊を伴わない事業も予定しておりますので、楽しみにお待ちください。

苫前町子ども自転車ツーリング事業（４年生以上の小学生）を実施します！

　７月９日（土）にも開催され、大好評だった苫前商業高等学校商業部主催の
「TOMACAFÉ」がまた上田ファームさん店舗で開催されます。
　「TOMACAFÉ」では、上田ファームさんが作る焼きたてパンのほか、同校卒業生
が店長を勤める札幌市内の喫茶店「珈琲＆チョコレートMorley」で焙煎された豆を
使用したコーヒーなどを販売しています。
　ぜひ、足を運んでみてください！
日　時　８月27日(土)　10時00分～ 15時00分
場　所　上田ファームさん店舗（字古丹別）
その他　・テイクアウト・パンは売り切れ次第終了となります
　　　　・詳細については、右のQRコードから高校HPやインスタグラムをご覧ください

「高校生カフェTOMACAFÉ」の開催について

学びの広場

　苫前町郷土資料館を８月22日から８月31日まで改修工事調査業務により臨時休館することとなりました。
皆様方にはご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

８月22日から８月31日まで苫前町郷土資料館を臨時休館します

高校ホームページ

高校Instagram
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☎ ６５－４０７６  FAX ６５－３２２０～あなたの学びを応援します～

E-mail:shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫 前 町 公 民 館



日 月 火 水 木 金 土
8月

20

21 22 23
健康相談
（苫前地区コミ
セン）
10時～11時

24
生活・仕事相
談会（公民館）
14時30分～
15時20分

25 26 27

28 30 31
ラッコクラブ
（両親学級・乳
児教室）③
（公民館）

9月

2 3
1

4 5 6 7

乳児健診（公民館）
生活・仕事相談会(
苫前地区コミセン
)13時30分～14時
20分

8

高齢者スポー
ツ大会（苫前
町スポーツセ
ンター）
9時30分～

9
健康相談
（公民館）
10時～11時

10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20
まちなかサロ
ン（苫前地区
コミセン）
13時30分～

21 22
敬老会
（公民館）
9時30分～

23 24
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　８月から９月にかけては、積乱雲や低気圧による大雨に注意や警戒が必要です。また、弱い雨が長時
間続き雨量が多くなった場合も同様です。いずれの場合も、土の中に含まれる水分量が多くなることに
より発生する、土石流やがけ崩れの土砂災害、河川の水位が上昇し堤防を越水することにより発生する
河川の氾濫等の気象災害が発生することがあります。
　気象庁では、このような雨が降る場合には、注意報や警報などにより注意・警戒を呼びかけます。また、
気象庁ホームページでは、危険度分布「キキクル」を提供しています。
　「キキクル」は、警報が発表されたときや激しい雨が降ってきたときに、どこで土砂災害や浸水害・洪
水害の危険度が高まっているかを知ることができる命を守るための情報です。しかしながら、令和３年
５月に「避難情報」が変更となり、「キキクル」では警戒レベル４相当「紫」のカラーコードが一致しておらず、
また、警戒レベル５相当に対応する「黒」の設定がなく、警戒レベル５「緊急安全確保」の発令対象区
域の判断が困難となっていました。このため気象庁では、令和４年６月30日から警戒レベル４相当を「危
険」（紫）に統合、警戒レベル５相当の「災害切迫」（黒）を新設し、わかりやすく危険度を伝えること
ができるよう改善しました。
　「災害切迫」（黒）は災害がすでに発生している可能性が高い状況ですので、これを待つことなく「危険」
（紫）が出現した段階で速やかに安全な場所に避難することが極めて重要になります。
　スマートフォンからも危険度を把握することができますので、「キキクル」を利用して大雨災害から身
を守りましょう。
　お問合せ先　旭川地方気象台（電話：0166-32-7102）
　　〇「キキクル」のページhttps://www.jma.go.jp/bosai/risk/
　　・土砂キキクル　（危険度分布）https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/
　　・浸水キキクル　（危険度分布）https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/inund.html
　　・洪水のキキクル （危険度分布）https://www.jma.go.jp/jp/suigaimesh/flood.html

防災一口メモ
「大雨から身を守る「キキクル(危険度分布)」を改善しました」

……………………………………………………………………………… る情報いま住

イベントカレンダーイベントカレンダー ８月→９月



苫前町が実施する、国からの「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」活用事業（第９弾）

　物価高騰対策として、生活者の負担軽減及び事業者への経営支援としての地域内流通の確保を図るため、
既に配布しております地域応援券（３千円分）とは別に生活応援券（１万円分）を９月下旬に発行いた
します。
　・配布数量　：苫前町民の方全員（令和４年８月31日現在の住民基本台帳登録者）
　・生活応援券：１人当たり10,000円相当　全店舗共通（1,000円券×１０枚）
　・利用期間　：令和４年10月１日～令和５年１月31日
■詳しくは、商工労働観光課　☎６４－２２１２

１　募集資格
　ア　学校教育法による高等学校または特別支援学校高等部等を卒業した方、又は、これと同等以上の
　　　学力を有すると認められる方
　イ　下記のいずれかに該当する方
　　・身体障害者手帳を交付を受けている方
　　・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方、又は、統合失調症などの精神障がいのあること
　　　が医師の診断書等で確認できる方
　　・発達障がいのあることが医師の診断書等で確認できる方
２　募集要項
　○募集対象者：身体障がい・精神障がい・発達障がいのある方　　○訓練科目：建築デザイン科　　
　○願書受付期間：８月22日（月）まで　　○選考試験日：９月９日（金）　
　○選考場所：北海道障害者職業能力開発校　砂川市焼山60番地
　○試験内容：数学・国語・面接
３　お問合せ先
　　　北海道障害者職業能力開発校　電話： ０１２５－５２－２７７４

北海道障害者職業能力開発校　訓練生募集要項

○放送大学は、10月入学生を募集しています。
○10代から90代の幅広い世代、約９万人の学生が、「大学を卒業したい」「学びを楽しみたい」など、様々
　な目的で学んでいます。
○心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科学など、約300の幅広い授業科目があり、１科目から
　学ぶことができます。
○全国に学習センターが設置されており、サークル活動などの学生の交流も行われています。

○出願期間は、第１回は８月31日まで、第２回は９月13日までとなります。
○資料を無料で提供しています。お気軽に放送大学北海道学習センターまでご連絡ください。　
　放送大学北海道学習センター　電話：０１１－７３６－６３１８

放送大学　入学募集のお知らせ
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苫前町生活応援券発行事業苫前町生活応援券発行事業

　町内小中学校で実施している学校給食に関し、原材料費の高騰に対応するため、食材費の一部を町が
負担し、保護者の経済的負担の軽減を図ります。
■詳しくは、子ども教育課　☎６４－２３８４
　

物価高騰に伴う学校給食食材費負担事業物価高騰に伴う学校給食食材費負担事業

　上記事業のほか第９弾の対策事業として次の事業を臨時交付金を活用して行っています。
　・とままえマルシェ事業　　・小中学校における感染症対応資機材整備事業
■詳しくは、総合政策室　☎６４－２０４０



募集種目 応募資格 受付期間 試験日 試験会場
自衛官候補生
（男子・女子）

18歳以上
33歳未満 年間 受付時又はＨＰにて通知 留萌及び旭川

一般曹候補生
（男子・女子）

18歳以上
33歳未満 7/1～9/5 1次：9/15～18のうち1日

2次：10/8～23のうち1日
1次：留萌及び旭川
2次：旭川

航空学生
（男子・女子）

海上自衛隊
18歳以上
23歳未満
航空自衛隊
18歳以上
21歳未満

7/1～9/8

1次：9/19　
2次：10/15～20
3次：海上自衛隊11/18～12/14のうち1日
　　：航空自衛隊11/12～12/15のうち指　　
　　定する期間（6日間）

1次：旭川
2次：１次合格通知にてお知
らせ
3次：海上自衛隊
　　自衛隊札幌病院
　　：航空自衛隊静浜基地

防衛大学校 18歳以上
21歳未満 7/1～10/26 1次：11/5～6　2次：12/6～10の指定された日

1次：旭川
2次：札幌

防衛医大医学科学生 18歳以上
21歳未満 7/1～10/12 1次：10/222次：12/14～16

1次：旭川
2次：防衛医大

防衛医大看護学科学生 18歳以上
21歳未満 7/1～10/5 1次：10/15　2次：11/26～27の指定された日

1次：旭川
2次：札幌

令和４年度自衛官募集について

　８月31日（水）北海きたえーる（北海道立総合体育センター）において、北海道主催の「北海道戦没
者追悼式」が開催されます。
　今年度においても、新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から規模を縮小し、参列者を限定した
開催となりますが、参列できない方々もいることから、式典の様子をYouTubeでライブ配信をします。
　配信の視聴方法等については、北海道庁ＨＰにて掲載されておりますのでご覧ください。
　なお、こうした状況にあることから、今回も、一般参列者の募集はありません。
１　令和４年度北海道戦没者追悼式について
　　北海道庁ＨＰ（地域福祉課）
　　ＵＲＬ　https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/feg/118234.html
２　YouTubeライブ配信の実施内容
　（１）配信日時
　　　　令和４年８月31日（水）11時53分～ 12時40分
　（２）【公式】北海道戦没者追悼式配信チャンネル
　　　　チャンネルＵＲＬ　https://www.youtube.com/channel/UC9dP1nXmCYZU1g7eC0vUgg
３　ライブ配信をご覧になれない方について（アーカイブ配信）
　　ライブ配信後には、YouTubeチャンネル「【公式】北海道戦没者追悼式配信チャンネル」にて、ア
　ーカイブとしてライブ配信の録画映像が配信される予定です。視聴方法については、北海道庁ＨＰで
　確認することができます。
４　お問合せ先
　　北海道保健福祉部保健福祉局地域福祉課援護係
　　電話：０１１－２３１－４１１１　（代表）内線：２５－６２３

令和４年度北海道戦没者追悼式がYouTubeでライブ配信されます。

　ａｕ利用料金の「未払い金」や「ａｕＰＡＹ」などＫＤＤＩグループサービスからのお知らせや通知
を装ったＥメールやＳＭＳにより偽サイト（フイッシングサイト）に誘導され、ＩＤやパスワードを入力
してしまったことで不正決済されるという被害が発生しています。
　サービスを利用する際には、メールに記載されているＵＲＬを押さずに、必ず公式のアプリやブック
マークからアクセスしてください。
お問合せ：羽幌警察署警務係　０１６４－６２－１１１０
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フイッシングメールにご注意ください！
～ａｕやａｕ関連サービスをかたるフィッシングメール被害が多発！～

羽幌警察署からのお知らせです

お問合せ　自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所　ＴＥＬ０１６４－４２－４６５０
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　ふるさと納税は、自分が生まれ育った「ふるさと」や応援したい「ふるさと」への想いを寄附とい
う形にする仕組みとして平成20年に始まりました。
　８月はふるさとに帰省する方が多いことから「ふるさと納税普及啓発月間」となっています。
　町外にいらっしゃるご家族やご友人に対し、ふるさと納税の利用拡大に向けた周知等の呼びかけを
お願いするとともに、苫前町への応援をよろしくお願いします。
　ふるさと応援寄附金は、以下の事業にも活用されています。
　・次世代を担う子どもたちの育成に
　・保健や福祉、医療の推進に
　・安全・安心で良質な農水産物の安定供給に関する事業

○当クリニックでは念入りに喉の麻酔を行ってできる限り吐き気を生じないように配慮しています。　また、
　鎮痛剤を使用し、ウトウトと眠っている間に検査を済ませてしまう『無痛胃カメラ』を行うことも出来ます。
○人間ドックでの実施も可能です。（＋税込3,300円）
　・バリウム検査で必ず再検査になる方やバリウム検査が出来ない方は、
　 ぜひご検討ください。
　・検査結果により組織を採取し組織検査を行います。
　　（組織検査は、健康保険適用です）

ふるさと納税で苫前町を応援！～８月はふるさと納税普及啓発月間です～

………………………………………………………………………………る情報いま住

７月31日現在で386日７月31日現在で386日
交通事故死ゼロ日数は交通事故死ゼロ日数は

令和４年７月の事故状況

令和４年1月から７月末までの累計

苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報苫前町の交通事故情報

発生件数
０件
発生件数
０件

死者数
０件
死者数
０件

負傷者数
０件
負傷者数
０件

発生件数
２件
発生件数
２件

死者数
０件
死者数
０件

負傷者数
２件
負傷者数
２件

風力発電の売電状況
（町営風車「風来望」）

風力発電の売電状況
（町営風車「風来望」）

風力発電の売電状況
（町営風車「風来望」）

令和４年７月分の実績

供給電力量　126,320kWh
2,501,136円

今月は、

の納付月です。

町税の納期８月

納期内納付にご協力願います。

町 道 民 税
国民健康保険税
町 道 民 税
国民健康保険税

ＪＡ北海道厚生連 苫前厚生クリニックよりお知らせ

～上部消化管内視鏡検査（胃カメラ）をはじめました！～

皮膚科　外来日は
８月：８月18日(木)
９月：９月  １日(木)、15日（木）、29日（木）

　大変混み合いますので、なるべく
事前の電話予約をお願いいたします。
　不明な点がありましたら電話でお
気軽におたずねください。

ＪＡ北海道厚生連　苫前厚生クリニック（☎65-3535）
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13時～16時15分

８月１７日・１９日・２４日及び９月２日・７日の１３：３０～１５：0０は、
新型コロナウイルスワクチン接種対応のため、一般診療をお休みいたします。

つらくない

申込はこちらから



北海道苫前町議会 2022 ～住民の意見を行政に～

苫前郡苫前町字旭37番地の1

令和４年度　第２回定例会

各 特 別 会 計

一般会計
補　正　額 8,753万9千円

議会だより

補正の主な事業

No.128

議会報発行
特別委員会
委員長

西　　大志
副委員長
伊藤まち子
委　員

村本　　隆
早川日出利

　
令
和
４
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
16
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
を
17
日
ま
で
の
２
日
間
と
決
定
。

　
一
般
質
問
は
、
早
川
議
員
、
伊
藤
議
員
の
２
名
が
行
い
、

町
長
提
出
の
条
例
３
件
、予
算
６
件
、報
告
３
件
、人
事
２
件
、

そ
の
他
３
件
と
議
員
提
出
の
意
見
案
１
件
、
発
議
１
件
に
つ

い
て
審
議
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
会
期
を
１
日
残
し

16
日
に
閉
会
し
た
。

脱
炭
素
推
進
条
例

可
決
さ
れ
る

脱
炭
素
推
進
条
例

可
決
さ
れ
る

脱
炭
素
推
進
条
例

可
決
さ
れ
る

脱
炭
素
推
進
条
例

可
決
さ
れ
る

総  額  54億7,549万4千円

国民健康保険特別会計補正額　　173万2千円
（総額：4億4,532万1千円）

介護保険特別会計補正額　　　　151万9千円
（総額：4億5,489万1千円）

簡易水道事業特別会計補正額　　212万6千円
（総額：1億3,380万2千円）

下水道事業特別会計補正額　　　　　　19万円
（総額：2億363万8千円）

風力発電事業特別会計補正額　　18万円7千円
（総額：1億1,111万7千円）

二酸化炭素排出抑制対策事業

行政手続きのオンライン化整備

旧福祉センター解体に伴う廃棄処分

子育て世帯等臨時特別支援事業

町道昭和羽幌界線融雪災害復旧工事

介護付有料老人ホーム外構工事補助金

令
和
４
年
第
二
回
定
例
会

令
和
４
年
６
月
16
日

令
和
４
年
第
二
回
定
例
会

令
和
４
年
６
月
16
日

【
苫
前
町
脱
炭
素
推
進
条
例
】

【
苫
前
町
脱
炭
素
推
進
条
例
】

【
繰
越
明
許
費
計
算
書
】

　一
般
会
計
合
計

　
　
　
　
１
億
４
１
４
万
２
千
円

令
和
３
年
度
内
に
支
出
が
終
了
出

来
ず
に
令
和
４
年
度
に
繰
越
し

【
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
】

　一
般
会
計

・
防
災
用
備
品
購
入
事
業
（
発
電

　
機
購
入
）

　簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

・
施
設
等
修
繕
費

　
い
ず
れ
も
、
半
導
体
不
足
に
よ

る
需
要
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
や
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
繰
越
し

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
行

動
の
原
則
を
基
本
理
念
と
し
て
定

め
、
住
民
・
事
業
者
及
び
住
民
団

体
並
び
に
町
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
、
及
び

将
来
の
住
民
の
健
康
で
文
化
的
な

生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
た
め
条

例
を
制
定
す
る

質
　西
　議
員

　
今
後
、計
画
策
定
、実
践
に
移
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
か
条
例
と
実
践

に
違
い
が
生
じ
て
い
な
い
か
な
ど

進
行
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
今
後
は
、
ど
こ
が

所
管
と
な
り
進
め
て
い
く
の
か
。

　
住
民
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
。

答
　
成
川
総
務
財
政
課
長

　
計
画
と
事
業
展
開
や
実
践
に
お

い
て
住
民
の
関
わ
り
な
ど
が
次
の

ス
テ
ッ
プ
で
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
、
計
画
の
進
捗
を

確
認
し
、
進
行
管
理
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
手
法
な
ど
を
参
考
に

進
め
た
い
。
今
後
は
総
合
政
策
室

が
所
管
課
と
な
る
。
い
た
だ
い
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
計
画
策

定
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
併

せ
て
報
告
し
た
い
。

　
地
方
公
務
員
の
定
年
の
基
準
と

な
る
国
家
公
務
員
の
定
年
が
、
段

階
的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
管
理
監
督
職
務
上
限

年
齢
に
よ
る
降
任
並
び
に
定
年
前

再
任
用
時
間
勤
務
の
制
度
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
改
正
す
る
。

・
令
和
５
〜
６
年
度
　
　
　
61
歳

・
令
和
７
〜
８
年
度
　
　
　
62
歳

・
令
和
９
〜
10
年
度
　
　
　
63
歳

・
令
和
11
〜
12
年
度
　
　
　
64
歳

・
令
和
13
〜
完
成
形
　
　
　
65
歳

　
令
和
５
年
度
の
中
学
校
統
合
に

向
け
、
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
廃

止
と
な
る
古
丹
別
中
学
校
の
所
要

整
備
を
行
う
。

【
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
】

氏
　
名
　
　
　
　
竹
橋
広
顕
　
氏

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
同
意
】

氏
　
名
　
　
　
　
村
井
浩
基
　
氏

【
物
品
売
買
契
約
の
締
結
】

・
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

備
品
購
入
（
家
具
類
）

契
約
の
相
手
方
　
苫
前
デ
ン
キ
㈱

契
約
金
額
　
１
，
０
６
４
万
円
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　
　
　脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　
　
　脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　
　
　脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
！

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

　
　
　脱
炭
素
社
会
に
向
け
て
！

【
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
】

【
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
】

【
苫
前
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正
】

【
苫
前
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
改
正
】

地
球
温
暖
化
対
策
の

具
体
的
な
取
り
組
み

地
球
温
暖
化
対
策
の

具
体
的
な
取
り
組
み

【
脱
炭
素
推
進
条
例
】

【
脱
炭
素
推
進
条
例
】

【
繰
越
明
許
費
計
算
書
】

　一
般
会
計
合
計

　
　
　
　
１
億
４
１
４
万
２
千
円

令
和
３
年
度
内
に
支
出
が
終
了
出

来
ず
に
令
和
４
年
度
に
繰
越
し

【
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
】

　一
般
会
計

・
防
災
用
備
品
購
入
事
業
（
発
電

　
機
購
入
）

　簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

・
施
設
等
修
繕
費

　
い
ず
れ
も
、
半
導
体
不
足
に
よ

る
需
要
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
や
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
繰
越
し

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
行

動
の
原
則
を
基
本
理
念
と
し
て
定

め
、
住
民
・
事
業
者
及
び
住
民
団

体
並
び
に
町
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
、
及
び

将
来
の
住
民
の
健
康
で
文
化
的
な

生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る
た
め
条

例
を
制
定
す
る

質
　西
　議
員

　
今
後
、計
画
策
定
、実
践
に
移
っ

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ

う
に
進
ん
で
い
る
か
条
例
と
実
践

に
違
い
が
生
じ
て
い
な
い
か
な
ど

進
行
管
理
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
今
後
は
、
ど
こ
が

所
管
と
な
り
進
め
て
い
く
の
か
。

　
住
民
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
。

答
　
成
川
総
務
財
政
課
長

　
計
画
と
事
業
展
開
や
実
践
に
お

い
て
住
民
の
関
わ
り
な
ど
が
次
の

ス
テ
ッ
プ
で
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
、
計
画
の
進
捗
を

確
認
し
、
進
行
管
理
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
手
法
な
ど
を
参
考
に

進
め
た
い
。
今
後
は
総
合
政
策
室

が
所
管
課
と
な
る
。
い
た
だ
い
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
計
画
策

定
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
併

せ
て
報
告
し
た
い
。

　
地
方
公
務
員
の
定
年
の
基
準
と

な
る
国
家
公
務
員
の
定
年
が
、
段

階
的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
管
理
監
督
職
務
上
限

年
齢
に
よ
る
降
任
並
び
に
定
年
前

再
任
用
時
間
勤
務
の
制
度
が
設
け

ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
改
正
す
る
。

・
令
和
５
〜
６
年
度
　
　
　
61
歳

・
令
和
７
〜
８
年
度
　
　
　
62
歳

・
令
和
９
〜
10
年
度
　
　
　
63
歳

・
令
和
11
〜
12
年
度
　
　
　
64
歳

・
令
和
13
〜
完
成
形
　
　
　
65
歳

　
令
和
５
年
度
の
中
学
校
統
合
に

向
け
、
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
廃

止
と
な
る
古
丹
別
中
学
校
の
所
要

整
備
を
行
う
。

【
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
】

氏
　
名
　
　
　
　
竹
橋
広
顕
　
氏

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選

任
同
意
】

氏
　
名
　
　
　
　
村
井
浩
基
　
氏

【
物
品
売
買
契
約
の
締
結
】

・
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

備
品
購
入
（
家
具
類
）

契
約
の
相
手
方
　
苫
前
デ
ン
キ
㈱

契
約
金
額
　
１
，
０
６
４
万
円

条
例
制
定
の
背
景

　
近
年
、
世
界
中
で
異
常
気
象
が

発
生
し
、
気
候
変
動
の
影
響
が
顕

在
化
し
た
。
本
町
は
、
風
力
発
電

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

先
駆
け
と
し
て｢

２
０
５
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ｣

を
進
展
さ
せ
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【
目
　的
】

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
、
住
民
、
事
業
者
、
町
な
ど

の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

も
っ
て
、
現
在
及
び
将
来
の
住
民

の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
確
保

に
寄
与
す
る
。

【
住
民
等
の
責
務
】

・
日
常
生
活
や
事
業
活
動
等
に
伴

う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

・
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
協
力

【
町
の
責
務
】

・
地
球
温
暖
化
対
策
の
策
定
・
実

施・住
民
、
事
業
者
、
住
民
団
体
と

の
連
携
・
支
援

　・地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
計
画
を

策
定
す
る
。
策
定
に
伴
う
手
続
き

等
を
規
定

・
再
生
可
能
エ
ネ
の
普
及
促
進

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大

施
策
を
措
置

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化

　
日
常
生
活
・
事
業
活
動
の
省
エ

ネ
の
促
進

・
自
動
車
使
用
に
よ
る
取
組

　
移
動
手
段
の
C
O
2
排
出
削
減

を
促
進

・
C
O
2
吸
収
源
の
利
用

　
森
林
・
藻
場
の
再
生
、
保
全
等

を
措
置

・
気
候
変
動
へ
の
適
応

　
気
候
変
動
に
伴
う
災
害
、
疾
病

の
予
防
、
啓
発

・
広
域
的
な
連
携

　
国
、関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
、

協
働
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町営風車　風来望４号機

今年度で廃校になる
古丹別中学校



Q農地の大区画化等の整備が必要。
　 農業振興計画に向けた政策は？
A持続可能な農業が展開できる計画となるよう、
　 関係機関と協議をし、取り組む。

　
見
直
し
案
の
発
表
後
、
影
響
額

等
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
産
地
交

付
金
の
み
な
ら
ず
水
田
を
畑
地
化

し
た
場
合
の
中
山
間
地
域
直
接
支

払
交
付
金
や
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
に
も
影
響
す
る
可
能
性
を
考

慮
し
、
最
大
３
億
円
の
農
業
所
得

減
少
と
な
る
試
算
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
見
直
し
は
農
業
所
得
の
減
少

に
直
結
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
条

件
不
利
地
で
の
営
農
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
労
働
時
間
の
増
加
や
品
質

の
悪
化
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
低

下
な
ど
、
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
は

甚
大
で
あ
る
が
、
秋
に
は
交
付
対

象
ル
ー
ル
の
具
体
化
が
示
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
水
田
活
用
に
代
わ

る
対
策
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
第
６

期
農
業
振
興
計
画
も
策
定
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
中
山
間
地
域
に

お
け
る
対
策
を
求
め
、
道
農
政
部

長
等
へ
意
見
を
し
て
き
た
が
、
今

後
も
農
業
者
が
不
利
益
と
な
ら
な

い
よ
う
国
・
道
の
対
応
策
に
注
視

し
、
行
政
と
し
て
強
く
訴
え
て
い

き
た
い
。

　
　

質　問
水
田
活
用
直
接
支
払
い
交

付
金
見
直
し
に
よ
る
影
響

は
。

質問
町
有
地
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

質　問
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一般
質問

　
平
成
29
年
度
よ
り
、
さ
ら
に
儲

か
る
農
業
を
目
指
し
て
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
第
５
期
苫
前
町
農
業
振

興
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
農
業

経
営
体
に
変
化
は
な
い
が
、
確
実

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
担
い

手
育
成
確
保
に
向
け
た
、
ス
マ
ー

ト
農
業
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

農
作
業
の
省
力
化
や
生
産
性
向
上

に
つ
な
が
る
最
新
技
術
の
導
入
を

図
り
３
年
が
経
過
し
た
。
今
後
は
、

農
地
の
大
区
画
化
等
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
。
第
６
期
に
向
け
た

施
策
は
。

　
農
業
者
の
平
均
年
齢
は
現
在

59
・
８
歳
と
上
昇
傾
向
だ
が
、
多

く
の
生
産
法
人
が
設
立
さ
れ
本
町

農
業
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
。
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
に
よ
り
省
力

化
が
着
実
に
現
れ
て
き
て
お
り
、

農
地
の
大
区
画
化
な
ど
の
基
盤
整

備
の
必
要
性
も
あ
る
が
、
受
益
者

負
担
金
の
問
題
等
も
あ
る
た
め
、

地
域
の
意
向
を
聞
き
進
め
る
。
現

在
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
活
用
し

た
農
地
W
i-

F
i
環
境
整
備
に

向
け
調
査
を
進
め
て
お
り
、
第
６

期
振
興
計
画
は
、
国
の
「
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
含
め
、

持
続
可
能
な
農
業
が
展
開
で
き
る

計
画
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

協
議
を
行
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で

参
る
。

　
昨
年
11
月
に
農
林
水
産
省
よ
り

令
和
４
年
か
ら
令
和
８
年
ま
で
の

５
年
間
で
一
度
も
水
張
り
が
行
わ

れ
な
い
農
地
は
交
付
対
象
外
と
決

定
さ
れ
た
。
本
来
は
消
費
が
落
ち

込
む
主
食
用
米
か
ら
麦
・
大
豆
な

ど
の
作
物
転
換
す
る
農
家
へ
の
支

援
が
目
的
だ
っ
た
交
付
金
が
見
直

し
に
よ
り
混
乱
を
招
い
て
い
る
。

こ
の
政
策
に
よ
り
農
地
評
価
価
格

の
下
落
に
よ
る
遊
休
農
地
の
増
加

や
、
土
地
改
良
区
事
業
に
ま
で
影

響
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
平
均
転
作
率
51
%
を
超
え
る

現
在
、
交
付
金
見
直
し
に
よ
る
農

家
所
得
へ
の
影
響
は
。

　
古
丹
別
市
街
地
に
あ
る
旧
古
丹

別
保
育
所
跡
地
は
２
区
画
が
宅
地

と
し
て
分
譲
さ
れ
、
残
り
が
冬
場

の
雪
捨
て
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
土
地
を
公
園
と
し

て
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
令
和
元

年
度
に
行
わ
れ
た
小
学
生
児
童
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
で
、

「
あ
な
た
が
必
要
だ
と
思
う
子
育

て
支
援
は
何
か
」
と
の
問
い
に
子

ど
も
達
の
遊
び
場
の
充
実
と
答
え

た
保
護
者
が
81
・
５
%
と
大
多
数

で
あ
っ
た
。
子
ど
も
達
の
数
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
と
存
外
に

す
る
の
で
は
な
く
、
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
、
そ
し
て
少
子
化
対

策
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
児
童
に

限
ら
ず
高
齢
者
の
方
々
の
憩
い
の

場
と
し
て
の
公
園
整
備
を
望
む
。

　
現
在
、
こ
の
町
有
地
は
冬
場
の

雪
捨
て
場
と
し
て
居
住
環
境
の
保

持
に
活
用
し
て
い
る
。
健
や
か
な

る
子
ど
も
の
成
長
を
促
す
上
で
も

遊
び
場
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、

認
定
古
丹
別
こ
ど
も
園
の
遊
具
の

設
置
、
川
添
団
地
の
遊
園
整
備
と

遊
び
場
環
境
を
改
善
し
て
き
た
。

今
後
は
さ
ら
に
町
内
会
や
町
民
の

声
を
聞
き
、
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

来
年
度
予
算
で
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

令和４年６月定例会

第
６
期
苫
前
町
農
業
振
興

計
画
に
向
け
て
。

　
　
　質
問
　
　早
川
議
員

答
弁

福
士
町
長

答
弁

福
士
町
長

答
弁

福
士
町
長

古丹別に広がる水田



質問
「
苫
前
町
の
宝
」　

質問

質問

社
会
教
育
主
事
の
配
置

質問
学
芸
員
の
配
置

質問
公
民
館
と
郷
土
資
料
館
の

あ
り
方

広報とままえ　８月号　17頁

Q専門職の配置と公民館及び郷土資料館の
　あり方と「苫前町の宝」について

A配置は必置ではないが、よりよい組織体制に向けて取り組む
一般
質問

令和４年６月定例会

図
書
館
司
書
の
配
置

　
　
　質
問
　伊
藤
ま
ち
子

答
弁

福
士
町
長

答
弁

福
士
町
長

答
弁

開
発
教
育
長

答
弁

開
発
教
育
長

答
弁

開
発
教
育
長

答
弁

開
発
教
育
長

　
　
過
疎
・
高
齢
化
・
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
町
の
活
力
が
停
滞
傾

向
の
今
こ
そ
、
質
の
高
い
公
民
館

活
動
が
必
要
。
郷
土
資
料
館
は
、

本
町
の
歴
史
と
北
海
道
の
開
拓
の

厳
し
さ
を
知
る
学
習
の
場
で
も
あ

る
。
改
修
計
画
を
待
た
ず
、
劣
化

の
激
し
い
も
の
か
ら
更
新
し
、
来

館
者
を
迎
え
る
べ
き
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
社
会
教
育

事
業
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
昨
年
新
た
な
試
み
と
し

て
公
民
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
実

現
し
た
。
成
果
を
通
じ
、
様
々
な

社
会
情
勢
に
即
応
し
た
事
業
展
開

に
挑
戦
す
る
姿
勢
を
確
認
し
た
。

　
郷
土
資
料
館
は
本
年
度
中
に
、

改
修
工
事
調
査
業
務
を
実
施
し
、

改
修
場
所
の
ほ
か
、
緊
急
的
に
補

修
が
必
要
で
あ
れ
ば
予
算
措
置
を

行
う
。

　
人
事
つ
い
て
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
、
職
場
の
活
性
化
、

継
続
性
、
専
門
性
の
向
上
が
期
待

で
き
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、

よ
り
よ
い
組
織
体
制
づ
く
り
に
向

け
て
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　　
社
会
教
育
主
事
と
し
て
発
令
さ

れ
て
い
る
職
員
が
い
な
い
。
町
民

の
学
習
課
題
や
学
習
要
求
に
応
じ

た
社
会
教
育
事
業
、
公
民
館
事
業

を
展
開
す
る
た
め
倫
理
的
支
柱
と

な
り
、
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
。

配
置
の
考
え
は
。

　
人
口
１
万
人
未
満
の
町
村
に
お

い
て
は
必
置
で
は
な
い
。
社
会
教

育
課
に
資
格
者
が
在
籍
し
、
業
務

に
支
障
は
な
い
。
社
会
教
育
主
事

の
育
成
を
図
り
た
い
。

　　
　
郷
土
資
料
館
は
40
年
が
経
過
し
、

資
料
な
ど
経
年
劣
化
が
目
立
ち
、

観
覧
し
に
く
い
状
況
が
散
見
さ
れ

る
。
大
学
と
の
連
携
や
期
間
契
約

な
ど
学
芸
員
の
配
置
は
で
き
な
い

か
。
短
期
間
で
も
受
け
入
れ
、
指

導
を
仰
ぐ
べ
き
。

　
本
年
度
は
資
料
館
改
修
工
事
調

査
業
務
に
着
手
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
合
わ
せ
て
展
示
物
を
考
え
る
。

大
学
と
の
連
携
は
10
日
間
程
の
受

け
入
れ
で
、
都
市
部
で
の
受
け
入

れ
実
績
し
か
な
い
。
学
芸
員
の
配

置
は
類
似
施
設
で
26
％
に
留
ま
り
、

こ
れ
ま
で
同
様
配
置
は
行
わ
な
い
。

　　
平
成
28
年
４
月
に
28
点
の
「
苫

前
町
の
宝
」
が
選
定
さ
れ
た
が
、

見
直
し
・
更
新
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
個
人
所
有
の
物
は
、
立
ち
入

り
や
管
理
に
つ
い
て
協
定
が
必
要

で
は
な
い
か
。
苫
前
町
開
拓
の
礎

を
築
い
た
庄
内
藩
士
石
川
庄
兵

衛
・
稲
作
成
功
者
藤
田
万
助
両
氏

の
墓
石
維
持
管
理
の
た
め
周
辺
整

備
を
行
い
、
追
悼
の
意
を
表
す
べ

き
。

　
今
年
度
中
に
選
定
委
員
会
を
開

催
し
、「
苫
前
町
の
宝
」
そ
の
も

の
の
意
義
、
内
容
を
検
証
す
る
。

個
人
所
有
の
物
件
は
、
要
望
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
最
善
の
方
法
を

検
討
し
た
い
。

　
両
氏
の
墓
石
は
、
追
悼
の
意
を

表
す
る
た
め
に
も
、
行
政
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と
が
最

善
か
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
現
在
、
管
理
業
務
か
ら
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
図
書

活
動
の
根
幹
で
あ
る
、
図
書
館
司

書
が
不
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本

町
に
は
学
校
図
書
司
書
が
配
置
さ

れ
て
い
な
い
事
も
あ
り
、
担
当
教

諭
と
連
携
し
、
質
の
高
い
図
書
活

動
を
行
う
た
め
に
も
、
図
書
館
司

書
を
配
置
す
べ
き
。

　
当
町
の
図
書
施
設
は
、
図
書
館

法
に
定
め
る
公
立
図
書
館
に
は
該

当
せ
ず
、
図
書
館
法
で
も
図
書
司

書
は
必
置
で
は
な
い
。

　
土
・
日
業
務
経
験
者
を
会
計
年

度
任
用
職
員
と
し
て
採
用
。
社
会

教
育
課
職
員
と
共
に
事
業
を
実
施
。

支
障
が
な
い
よ
う
努
め
る
。

　

苫前の宝「一本松」
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響
が
長
期
化
す
る
中
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
特
別
給
付
金
を
支

給　
支
給
額
　
児
童
１
人
に
５
万
円

●
苫
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
運
営

補
助
金

　
正
規
職
員
１
名
採
用
等
に
よ
る

助
成
　
　
　
　

　
補
正
額
　
　
　
　
３
４
２
万
円

●
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
外

構
工
事
補
助
金

　
隣
接
地
と
の
間
に
雨
水
処
理
用

ト
ラ
フ
を
新
設
し
、
隣
地
境
界
を

明
確
化
　
　

　
事
業
費
　
　
　
　
　
　
92
万
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
接

種(

４
回
目)

の
取
組
み

　
対
象
者
　
概
ね
１
，
５
０
０
人

●
ふ
る
さ
と
共
創
事
業
《
J
A
る

も
い
販
路
拡
大
P
R
イ
ベ
ン
ト
》

 

留
萌
管
内
の
観
光
や
農
業
の
活

性
化
を
目
指
し
、
管
内
市
町
村
が

一
律
し
て
協
力
金
を
負
担

　
協
力
金
　
　
　
　
　
　
50
万
円

●
苫
前
３
丁
目
線(

歩
道)

の
維
持

管
理
業
務

　
協
議
会
を
設
立
し
施
設
の
管
理

業
務
の
委
託

　
委
託
費
　
　
　
　
　
　
86
万
円

●
令
和
４
年
度
苫
前
町
風
力
発
電

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
L
E
D
照
明
設
備
購
入
と
設
置

費
用
の
補
助

　
補
助
額
　
対
象
経
費
の
２
分
の

１　
上
限
額
　
　
　
　
　
　
10
万
円

●
町
有
空
家
利
活
用
事
業
の
展
開

　
北
星
団
地
旧
教
員
住
宅
を
３
年

度
に
１
棟
改
修
し
、
今
年
度
も
１

棟
実
施
、
売
却
と
し
て
展
開
す
る

●
令
和
４
年
度
苫
前
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
配
水
流
量
計(

長
島
地
区)

の
取

替
修
繕

　
事
業
金
額
　
　
　
２
１
２
万
円

●
町
道
昭
和
羽
幌
界
線
融
雪
災
害

復
旧
工
事

事
業
金
額
　
　
　
８
０
６
万
円

●
旭
長
島
線
歩
道
整
備
工
事

　
立
木
の
補
償

事
業
金
額
　
　
　
　
　
15
万
円

●
苫
前
中
学
校
の
統
合
改
修
工
事

総
事
業
費
　
３
，
４
４
４
万
円

 

●
令
和
３
年
度
新
日
本
海
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
事
業
報
告

●
令
和
３
年
度
な
な
か
ま
ど
の
館

事
業
報
告

●
苫
前
町
職
員
の
定
年
引
上
げ

●
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

整
備

　
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
補

助
金
を
活
用
し
、
整
備
す
る

●
旧
福
祉
セ
ン
タ
ー
解
体
に
伴
う

廃
棄
物
処
理

　
工
事
費 

　     

　
１
２
７
万
円

●
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事

業
の
採
択

●
令
和
３
年
度
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
報
告

　
寄
附
額
　
　
３
，
４
５
４
万
円

●
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援

事
業

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
・
家
計
急

変
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給

付
金支

給
額
　
　
１
世
帯
　
10
万
円

●
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
給
付
事
業

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影

二酸化炭素の排出を抑制しエコなまちづくりへ
LED照明設備の設置・購入費の補助などについて議論

総 務 産 業 常 任 委 員 会 ・ 臨 海 地 域 特 別 委 員 会委員会レポート

臨
海
地
域

特
別
委
員
会

６月３日

総
務
産
業

常
任
委
員
会

６月３日

コミセン内にかまえている
社会福祉協議会

苫前３丁目線

融雪災害を受けた昭和羽幌界線



広報とままえ　８月号　19頁

第
二
回
臨
時
会

４月25日

第
三
回
臨
時
会

５月24日

【
専
決
処
分
の
報
告
と
承
認
】

・
苫
前
町
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正・苫
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

・
繰
越
明
許
費
補
正

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事

業
　
　
　
　
　
　２

，
２
８
５
万
円

【
工
事
請
負
契
約
】

新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
物

販
棟
増
築
工
事
（
建
築
主
体
）

９
，
６
５
８
万
円

田
中
・
協
栄
　
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

【
物
品
売
買
契
約
の
締
結
】

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
リ
フ
ト
バ
ス
　
　

１
，
０
２
０
万
円

（
有
）
苫
前
自
動
車
整
備
工
業

【
一
般
会
計
】

補
正
の
主
な
も
の

・
日
中
一
時
支
援
事
業
業
務
委
託

料・電
気
柵
設
備
購
入
費

補
正
額
　
　
　
　
６
５
６
万
円

総
額
　
53
億
５
，
０
０
１
万
円

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

補
正
額
　
　
　
　
　
　
92
万
円

総
額
　
４
億
４
，
７
０
５
万
円

【
一
般
会
計
】

・
新
日
本
海
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

用
備
品
購
入
費

補
正
額
　
　
３
，
７
９
４
万
円

総
額
　
53
億
８
，
７
９
６
万
円

　
近
年
は
、
暑
い
日
が
続
き
、
夏

が
始
ま
る
前
か
ら
30
度
を
超
え
、

お
盆
が
過
ぎ
、
秋
に
移
り
変
わ
っ

て
も
残
暑
が
続
く
。

　
北
海
道
に
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
必

要
が
な
い
と
い
う
概
念
は
消
え
つ

つ
あ
り
、
あ
ち
こ
ち
の
家
で
エ
ア

コ
ン
の
室
外
機
を
見
か
け
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
夏
の
暑
さ
な
ん

て
、
ひ
と
月
我
慢
す
れ
ば
大
丈
夫

と
思
う
高
齢
者
は
ま
だ
多
い
が
、

高
齢
者
の
熱
中
症
も
増
え
て
、
柔

ら
か
頭
で
体
調
を
労
わ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
な
が
ら
、
そ
う
で
す
よ

ね
っ
て
相
槌
打
つ
自
分
は
、
言
っ

た
あ
と
後
悔
す
る
。
で
も
ね
、
気

候
は
変
わ
っ
て
き
て
、
涼
し
く
し

な
い
と
倒
れ
ち
ゃ
う
よ
っ
て
言
っ

て
あ
げ
な
い
と
。

　
夏
と
言
え
ば
、
海
で
涼
む
の
が

定
番
だ
っ
た
昭
和・平
成
初
期
も
、

平
成
後
期
・
令
和
は
コ
ロ
ナ
禍
で

様
変
わ
り
し
て
き
て
い
る
。
昭
和

を
知
る
自
分
は
、
良
き
文
化
や
暮

ら
し
ぶ
り
を
残
し
な
が
ら
、
今
を

見
つ
め
て
状
況
変
化
に
順
応
し
た

暮
ら
し
方
を
し
て
い
か
な
い
と
、

と
思
っ
た
夏
だ
っ
た
。

 

　
　
　
　
　 

文
責
　
西
　
大
志

集
後
記

編

開
催
日
　
７
月
６
日

場
所
　
札
幌
市

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
全
道
町
村
議
会
議
長
会
の
主

催
に
よ
り
、
全
道
を
２
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
開
催
さ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

集
ま
っ
た
議
員
は
、
終
始
熱
心

に
講
演
を
傾
聴
し
て
い
た
。

講
師
　
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
泉
　
　
宏
　
氏

【
参
院
選
最
終
情
勢
分
析
と

　
　
　
選
挙
後
の
政
局
展
望
】

全
道
議
員
研
修

傍聴者にインタビュー意見書
Q 議会のモニター傍聴も含めて何回目です
か？
A 傍聴は公民館で一度、今回の議場で2回
目です
Q 新議場の雰囲気はどうでしたか？
A 綺麗で、想像していたより物々しい感じ
ではなく、リラックスして見る事ができました。
Q 一般質問を傍聴していただきましたが感想をお聞かせ
ください
A テーマについて非常に勉強をしているなと感じました。
しかし、町側の答弁は少し物足りない感じが。
Q 今後、議会に期待することはありますか？
A 町民に、どんどんアピールしてほしいです。出来れば
留萌市議会みたいにYouTube中継も良いかなと。
Q また傍聴してみたいと感じました？
A 議会だよりの誌面では分からない、議員さんの真剣さ、
息遣いが感じられ、凄く感動しました。一生懸命やって
くれてるんだなと。今回は大先輩に誘っていただきまし
たが、また傍聴したいですね。ただ、珍しい人が行くと
緊張感はしりますよね。

森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向
けた施策の充実・強化を求める意見書

提出先
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務
大臣・総務大臣・文部科学大臣・農林水産大臣・
経済産業大臣、国土交通大臣・環境大臣・復興
大臣

中嶋和浩さん　町内岩見　農業



【藤】
コロナ禍で出掛ける機会も少
なく、生きがいデイサービス
センターの中で、四季を感じ
る様に作りました。

コロナ禍で出掛ける機会も少
なく、生きがいデイサービス
センターの中で、四季を感じ
る様に作りました。

【こいのぼり】
細かい作業でしたが、色使いやデザインに気を付けて、こいのぼりに近づける様に意識しました。

【あじさい】
全員で協力して、大きなあじさいを作ることで、
季節感をより強く意識して作りました。

開設時間電話番号
平日　8:30～17:150120-761-770

（フリーダイヤル）
〇厚生労働省新型コロナ
　ワクチンコールセンター

帰国者・接触者相談センター

平日　8:45～17:300164-42-8327〇留萌保健所

24時間
（年中無休）

0120-501-507
（フリーダイヤル）

〇北海道新型コロナウイルス
　感染症健康相談センター

9:00～21:00
（土日祝も含む）

0120-565-653
（フリーダイヤル）〇厚生労働省電話相談窓口

ご自身の体調や症状に不安がある場合は、次の窓口にご相談ください。

新型コロナウイルス感染防止にご協力をお願いします。
「新しい生活様式」の実践をお願いします！

「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」

は
じ
め
よ
う

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

iデイサービスセンター・生きがいデイサービスセンター利用者の共同作品iiデイサービスセンター・生きがいデイサービスセンター利用者の共同作品i


